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安
芸
高
田
歴
史
紀
行

　
今
回
は
２
つ
の
城
跡
を
紹
介
し
ま
す
。と
は
い
っ
て
も
、同
一
の
尾
根
上
で
隣
接
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、本
来
は
一
体
の
城
で
あ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。こ
こ
は
当
博
物

館
の
裏
山
に
あ
た
り
ま
す
が
、ど
ち
ら
も
初
め
て
登
り
ま
し
た
。灯
台
下
暗
し
と
い
い

ま
す
が
、近
く
の
城
ほ
ど
意
外
に
行
く
機
会
が
な
い
も
の
で
す
。

　
　
安
芸
高
田
市
歴
史
民
俗
博
物
館

      

　
　
　
　
学
芸
員
　
秋
本
哲
治

シ
リ
ー
ズ「
お
城
拝
見
！
」 

第
三
十
二
回

編
集
後
記

　

私
が
小
学
校
へ
入
学
す
る
直
前
に
父

が
交
通
事
故
で
骨
折
を
し
た
関
係
で
、

隣
の
家
の
方
が
道
具
セ
ッ
ト
の
全
て
に

名
前
の
シ
ー
ル
を
貼
っ
て
く
だ
さ
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
お
は
じ
き
１
個

１
個
に
も
シ
ー
ル
を
貼
る
た
め
、
相
当

な
作
業
量
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
家
に
何
か
あ
っ
た
と
き
に

は
、
近
所
の
家
で
ご
飯
を
食
べ
さ
せ
て

も
ら
う
と
い
う
こ
と
も
、
何
度
か
あ
り

ま
し
た
。

　

「
地
域
の
力
で
子
育
て
」
で
き
る
こ

と
か
ら
恩
返
し
を
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

（
浮
田
）

　

２
０
１
２
年
、
幸
運
の
大
盤
振
る
舞

い
！
サ
ン
フ
レ
、
湧
永
レ
オ
リ
ッ
ク
、

サ
ン
フ
レ
ユ
ー
ス
、
み
ん
な
揃
っ
て
全

国
制
覇
。
安
芸
高
田
市
を
本
拠
地
に
し

て
い
た
か
ら
に
違
い
な
い
？
カ
ー
プ
も

本
拠
地
移
し
て
い
れ
ば
…
…
。（
森
本
）

　

最
近
、「
育
メ
ン
」
と
い
う
言
葉
を

よ
く
聞
き
ま
す
。
で
す
が
、
や
っ
ぱ
り

頼
り
に
な
る
の
は
お
母
さ
ん
。「
育
メ

ン
」
と
は
い
え
、
男
は
サ
ポ
ー
ト
が
主

に
な
っ
て
く
る
の
だ
ろ
う
な
ぁ
、
と
思

い
ま
す
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
お
母
さ
ん
の
負
担
を

軽
減
で
き
る
よ
う
に
、
自
ら
動
い
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
お
父
さ
ん

だ
け
で
な
く
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
も
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
も
、
地
域
の
方
も
揃
っ

て
、
み
ん
な
で
子
育
て
！

　

「
母
は
強
し
」
と
は
、
今
回
の
取
材

で
つ
く
づ
く
感
じ
た
こ
と
で
す
が
、
そ

の
強
さ
に
僕
た
ち
大
人
ま
で
甘
え
て
は

い
け
な
い
の
だ
、
と
思
い
ま
し
た
。

（
稲
田
）

【 

登
城
ガ
イ
ド 

】（
標
高
は
天
神
山
城
）

標
高
／
２
７
９
ｍ
、比
高
／
約
65
ｍ

史
跡
指
定
／
未
指
定

城　

主
／
毛
利
氏
？

所
要
時
間
／
約
10
分

ふ
な

や
ま

じ
ょ
う

て
ん

じ
ん

や
ま

じ
ょ
う

船
山
城
･
天
神
山
城

《
吉
田
町
吉
田
》

立
地
：
郡
山
か
ら
西
に
延
び
る
天
神
山
と
呼
ば
れ
る
尾
根
上
に
あ

り
、船
山
と
天
神
山
の
間
は
切
通
し（
細
声
峠
）と
な
っ
て

い
ま
す
。

歴
史
：
こ
れ
ま
で
船
山
城
は
毛
利
元
就
の
異
母
兄
弟
元
綱
の
居
城

で
、大
永
３（
１
５
２
３
）年
に
元
就
に
攻
め
ら
れ
討
た
れ

た
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、こ
の
城
で
あ
る
確
か
な
証
拠

は
あ
り
ま
せ
ん
。一
方
史
料
上
で
は
、郡
山
合
戦
時
の
天
文

10（
１
５
４
１
）年
１
月
11
日
、毛
利
方
の
援
軍
と
し
て
大

内
氏
重
臣
の
陶
隆
房
勢
１
万
が
天
神
尾
へ
着
陣
し
、
13
日

に
は
光
井
山
城
の
尼
子
軍
を
攻
め
、退
却
に
追
い
込
ん
だ

こ
と
が
確
認
で
き
ま
す
。

城
跡
：
ど
ち
ら
も
細
く
長
い
郭
が
多
く
、単
純
な
構
造
で
す
。天
神

山
城
は
①
を
中
心
に
西
の
宮
崎
城
方
向
と
南
の
光
井
山
城

方
向
を
向
い
て
お
り
、尼
子
軍
の
監
視
に
最
適
で
す
。こ
こ

は
江
戸
期
に
は
的
場
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。船
山
城
は
②

を
中
心
と
し
て
比
高
は
低
く
宮
崎
城
攻
撃
へ
の
最
前
線
の

拠
点
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

考
察
：
１
万
の
陶
勢
は
わ
ず
か
３
日
間
の
滞
在
で
あ
り
、現
在
の

遺
構
に
そ
れ
を
収
容
で
き
る
空
間
は
あ
り
ま
せ
ん
。一
方
、

前
年
12
月
に
は
毛
利
勢
が
宮
崎
城
の
尼
子
軍
を
攻
め
て
い

る
こ
と
か
ら
、現
在
の
遺
構
は
陶
勢
着
陣
以
前
か
ら
存
在

し
た
郡
山
城（
毛
利
氏
）の
出
城
と
思
わ
れ
ま
す
。ま
た
、細

声
峠
は
谷
を
利
用
し
た
城
の
堀
切
で
あ
っ
た
も
の
を
、道

と
し
て
も
利
用
し
、後
世
更
に
掘
削
し
て
現
在
の
切
通
し

と
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

伝
説
：
元
就
が
元
綱
を
討
っ
た
際
、船
山
城
を
攻
め
る
軍
勢
が
こ

の
峠
を
通
る
際
に
、声
を
落
と
す
よ
う
命
じ
た
こ
と
か
ら

細
声
峠
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
伝
わ
り
ま
す
。

す
え
た
か
ふ
さ

細声峠の切通し（北側より撮影）船山城・天神山城遠望（南側より撮影）

船山城・天神山城略測図（作図　秋本哲治）周辺位置図
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篤
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司
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大
地
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里
第
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員
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免
羅
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美
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里
第
２
・
団
員

菅
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真
二

美
土
里
第
２
・
団
員

松
下　
　

巌

美
土
里
第
３
・
団
員

山
崎　
　

満

高
宮
第
１
・
団
員

松
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志
伸

高
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第
１
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団
員
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浩
一
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高
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３
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５
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司
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員
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将
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甲
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第
４
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胤
森　

昭
夫

向
原
第
４
・
班
長

大
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拓
也

向
原
第
４
・
班
長

大
丸　

善
弘

10
年
以
上
勤
続
章

美
土
里
本
部
・
分
団
長

水
戸　

昇
司

吉
田
第
１
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団
員

森
川　

哲
也

吉
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第
２
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２
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６
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坂
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７
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２
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小
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２
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上
村　
　

悟

八
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団
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川
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里
第
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直
樹

高
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第
３
・
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宮
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佳
樹

高
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第
３
・
班
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山
﨑　

通
敬

高
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第
４
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員　

秋
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強
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第
１
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団
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末
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大
克
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２
・
団
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宮
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達
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甲
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６
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新
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義
信

甲
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６
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池
町
誠
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郎

甲
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第
７
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団
員　

宗
下　

智
宏

向
原
第
１
・
団
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小
野　

光
基

向
原
第
４
・
分
団
長　

望
月　

隆
司

安
芸
高
田
市
消
防
団
長
表
彰

５
年
以
上
勤
続
章

向
原
第
３
・
団
員　

児
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一
朗

吉
田
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２
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５
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５
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健
介

高
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第
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竹
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真
一

高
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第
６
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団
員

熊
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洋
一

高
宮
第
６
・
団
員

柴
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竜
二

高
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第
６
・
団
員

行
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英
治

甲
田
第
１
・
団
員

髙
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弘
樹

甲
田
第
１
・
団
員

益
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真
治

甲
田
第
６
・
団
員

信
末　
　

忍

向
原
第
１
・
団
員

大
久
保
善
輝

向
原
第
１
・
団
員

金
川　

雄
祐

向
原
第
１
・
団
員

安
部　

寿
典

向
原
第
１
・
団
員

山
本　

将
太

向
原
第
１
・
団
員

石
見　

祥
平

向
原
第
１
・
団
員

川
増　

銀
次

向
原
第
２
・
団
員

鳴
石　
　

聡

向
原
第
４
・
団
員

土
岡　

英
雄

向
原
第
４
・
団
員

福
島　

健
志

感
謝
状
贈
呈

団
長
感
謝
状

　
（
平
成
24
年
中
の
退
団
者
・
５
年
以
上
勤
務
）

（
元
所
属
・
元
階
級
・
氏
名
・
勤
務
年
）

高
宮
本
部
・
分
団
長　

大
番　

一
徳
28

高
宮
本
部
・
分
団
長　

猪
掛　

公
詩
20

吉
田
機
動
・
団
員　

中
村　

幸
輔
27

吉
田
第
１
・
団
員　

小
都　

幹
夫
32

吉
田
第
１
・
団
員　

矢
賀
谷
一
明
19

吉
田
第
５
・
団
員　

西
川　

正
文
25

八
千
代
第
１
・
団
員　

児
玉　

孝
治
14

八
千
代
第
３
・
団
員　

鈴
木　

克
生
17

八
千
代
第
３
・
団
員

松
本　
　

誠
15

美
土
里
第
１
・
副
分
団
長

岡
川　

元
春
30

美
土
里
第
１
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団
員

下
原　

秀
人
30

美
土
里
第
１
・
団
員

橘　
　

公
一
30

美
土
里
第
１
・
団
員

下
原　

英
治
26

美
土
里
第
２
・
団
員

中
尾　

圭
介
20

美
土
里
第
４
・
班
長

城
美　

勝
彦
21

美
土
里
第
４
・
団
員

鎗　

実
喜
男
25

高
宮
機
動
・
分
団
長

中
谷　

文
彦
27

高
宮
機
動
・
団
員　

原
田　

由
史
９

高
宮
第
１
・
副
分
団
長　

山
縣　

勳
二
21

高
宮
第
１
・
団
員　

末
田　

邦
雄
25

高
宮
第
２
・
団
員　

上
杉　

浩
二
26

高
宮
第
３
・
団
員　

田
桑　

智
教
21

高
宮
第
３
・
団
員　

神
田　

賢
二
20

高
宮
第
３
・
団
員　

森
川　

純
三
16

高
宮
第
４
・
団
員　

河
野　
　

恵
10

甲
田
第
１
・
班
長　

富
士
原
英
基
12

甲
田
第
３
・
団
員　

仁
尾　
　

諭
７

甲
田
第
４
・
部
長　

辰
己　

貞
雄
18

向
原
第
１
・
団
員　

兼
光　

誠
吾
11

向
原
第
４
・
団
員　

井
上　

訓
昭
28

消
防
団
協
力
事
業
所
に

 

感
謝
状
贈
呈

　

消
防
団
を
支
え
て
い
た
だ

い
て
い
る
事
業
所
に
対
し
て

感
謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

消
防
団
協
力
事
業
所

 

（
届
出
順
）

・
焼
肉
一
心

・
株
式
会
社　

武
田
電
設

9

（
所
属
・
階
級
・
氏
名
）

※
所
属
は
略
称
で
表
記
し
て
い
ま
す
。

消
防
庁
長
官
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章

美
土
里
本
部
・
副
団
長　

境
江　

芳
暢

八
千
代
本
部
・
分
団
長　

吉
本　

幹
三

美
土
里
本
部
・
分
団
長　

幸
部　

和
則

甲
田
第
５
・
分
団
長　

藤
川　

久
幸

広
島
県
知
事
表
彰

永
年
勤
続
優
良
消
防
団
員

向
原
本
部
・
副
団
長　

山
本　

浩
司

向
原
第
３
・
分
団
長　

吉
元　

弘
三

吉
田
第
８
・
分
団
長　

川
本　

国
夫

甲
田
第
３
・
分
団
長　

井
上　

好
信

高
宮
第
６
・
部
長　

田
中　

博
文

高
宮
第
４
・
団
員　

今
屋　
　

茂

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

功
績
章

元
市
消
防
団
本
部
・
副
団
長　

宮
岡　

泰
之

精
績
章

甲
田
本
部
・
分
団
長　

河
本　

圭
司

吉
田
本
部
・
分
団
長　

吉
村
美
智
夫

30
年
以
上
勤
続
章

向
原
本
部
・
副
団
長　

山
本　

浩
司

吉
田
第
８
・
分
団
長　

川
本　

国
夫

甲
田
第
３
・
分
団
長　

井
上　

好
信

向
原
第
３
・
分
団
長　

吉
元　

弘
三

元
美
土
里
第
２
・
分
団
長　

上
野　

智
明

広
島
県
消
防
協
会
長
表
彰

特
別
功
績
章

甲
田
本
部
・
副
団
長　

佐
々
木　

学

吉
田
第
３
・
分
団
長　

赤
川　

正
仁

吉
田
機
動
・
副
分
団
長　

西
井　

静
男

吉
田
第
６
・
団
員　

武
田　

充
治

美
土
里
第
２
・
団
員　

山
本　

由
文

功
績
章

八
千
代
本
部
・
分
団
長　

黒
田　

貢
一

甲
田
機
動
・
分
団
長　

行
竹　

眞
悟

高
宮
第
２
・
分
団
長　

住
吉　

主
税

甲
田
第
７
・
分
団
長　

原
重　

博
和

25
年
以
上
勤
続
章

甲
田
第
７
・
分
団
長　

原
重　

博
和

吉
田
第
３
・
班
長　

柿
田　

治
宣

吉
田
第
５
・
団
員　

宮
地
浩
一
郎

吉
田
第
６
・
団
員　

岩
田　

義
和

吉
田
第
８
・
団
員　

可
愛
川
實
知
則

八
千
代
第
３
・
団
員　

中
川　

雅
夫

高
宮
第
２
・
団
員　

土
井　

博
文

高
宮
第
４
・
分
団
長　

竹
田　

康
治

甲
田
第
２
・
分
団
長　

柳
原　

髙
広

向
原
機
動
・
団
員　

佐
々
木
慎
二

向
原
第
１
・
分
団
長　

望
月　

康
生

向
原
第
４
・
団
員　

城
﨑　

弘
行

向
原
第
４
・
団
員　

佐
々
木
幸
浩

元
吉
田
第
５
・
団
員　

西
川　

正
文

元
美
土
里
第
４
・
団
員　

鎗　

実
喜
男

20
年
以
上
勤
続
章

八
千
代
本
部
・
分
団
長　

森
野　

佳
信

吉
田
機
動
・
団
員　

久
岡　
　

直

吉
田
第
１
・
団
員　

波
多
野
太
志

吉
田
第
１
・
団
員　

竹
本　

繁
行

吉
田
第
６
・
団
員　

沖
田　

和
則

吉
田
第
８
・
団
員　

川
本　

辰
彦

八
千
代
第
１
・
団
員　

渡
利　

一
志

八
千
代
第
２
・
副
分
団
長　

浮
田　

健
治

八
千
代
第
３
・
団
員　

細
川　

高
好

美
土
里
第
１
・
団
員　

堰
楽　

博
文

美
土
里
第
２
・
団
員　

聖
川　
　

学

美
土
里
第
３
・
団
員　

佐
々
木
光
樹

美
土
里
第
３
・
班
長　

森
岡　

雅
昭

美
土
里
第
４
・
団
員　

上
田　

正
春

美
土
里
第
４
・
団
員　

石
川　

二
郎

美
土
里
第
４
・
団
員　

後
藤　
　

睦

高
宮
第
１
・
団
員　

稲
田　

瑞
穂

高
宮
第
５
・
分
団
長　

坂
谷　

哲
也

高
宮
第
６
・
副
分
団
長　

安
見　

昭
彦

高
宮
第
６
・
団
員　

田
中　

雄
彦

高
宮
第
６
・
団
員　

西
島　

照
博

高
宮
第
６
・
団
員　

岡
田　

憲
昭

高
宮
第
６
・
団
員　

新
出　

良
三

甲
田
第
３
・
班
長　

河
内　

和
輝

甲
田
第
４
・
班
長　

政
森　
　

忠

甲
田
第
５
・
団
員　

高
村　

伸
二

甲
田
第
６
・
分
団
長　

上
則
幸
次
郎

元
美
土
里
第
２
・
団
員　

中
尾　

圭
介

元
高
宮
本
部
・
分
団
長　

猪
掛　

公
詩

元
高
宮
第
３
・
団
員　

神
田　

賢
二

15
年
以
上
勤
続
章

八
千
代
本
部
・
分
団
長　

黒
田　

貢
一

吉
田
第
２
・
団
員　

吉
川　

陽
樹

吉
田
第
２
・
団
員　

岩
田　
　

巌

吉
田
第
３
・
団
員　

中
村　

義
治

吉
田
第
３
・
団
員　

山
本　

克
三

　

晴
れ
わ
た
っ
た
１
月
６
日
（
日
）、
安
芸
高
田
消
防
ヘ
リ

ポ
ー
ト
に
お
い
て
、
消
防
関
係
者
約
６
０
０
人
が
参
加
し
、

安
芸
高
田
市
消
防
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

広
島
市
消
防
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で
届
け
ら
れ
た
広
島
県
知
事

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
取
り
、式
は
盛
大
に
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

規
律
厳
正
な
行
進
、
見
事
な
一
斉
放
水
を
披
露
し
、
万
が
一

の
火
災
、災
害
へ
の
備
え
が
万
全
で
あ
る
こ
と
示
し
ま
し
た
。

平
成
25
年

安
芸
高
田
市
消
防
出
初
式

分列行進

一斉放水

8



　

※
な
お
、土
日
・
祝
日
は
業
務
を
行
っ

て
い
ま
せ
ん
。

●
納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
を

 

【
振
替
日
】

 

〈
所
得
税
〉

　

４
月
22
日（
月
）

 

〈
消
費
税
・
地
方
消
費
税

 

（
個
人
事
業
者
）〉

　

４
月
24
日（
水
）

●
申
告
書
用
紙
の
送
付
に
つ
い
て

　

昨
年
、 

ご
自
宅
や
税
務
署
等
の
パ
ソ

コ
ン
を
利
用
し
て
申
告
書
を
作
成
さ
れ

た
方
に
は
申
告
書
用
紙
が
送
付
さ
れ
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

申
告
書
の
作
成
に
は
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の「
確
定
申
告
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

公
的
個
人
認
証
の
有
効
期
間
は
３
年

　
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
す
る
場
合
に

必
要
な
公
的
個
人
認
証
は
、
有
効
期

間
が
３
年
間
で
す
。
更
新
手
続
は
本

庁
総
合
窓
口
課
で
で
き
ま
す
（
支
所

で
は
で
き
ま
せ
ん
）。

●
更
新
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
写
真
付

き
で
な
け
れ
ば
、
運
転
免
許
証
等

の
本
人
確
認
物
が
必
要
で
す
）

・
パ
ス
ワ
ー
ド
（
３
年
前
に
設
定
さ

れ
た
４
〜
16
桁
の
も
の
で
す
）

・
電
子
証
明
書
の
写
し
（
３
年
前
に

お
渡
し
し
た
も
の
で
す
が
、
な
る

べ
く
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

・
発
行
手
数
料
５
０
０
円

　

代
理
申
請
の
場
合
は
即
日
交
付
で

き
ま
せ
ん
（
必
要
な
も
の
は
事
前

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

総
合
窓
口
課　

４
２

－

５
６
１
６

月 日 曜
吉 田 町 八千代町 美土里町 高宮町

会場 午前 午後 会場 午前 午後 会場 午前 午後 会場 午前 午後

2

18 月 郷
野
地
区　
　
　
　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
集
会
所

小草、表桂、
井山、十念

中束、長屋口、
谷桂、桂市峠

八　
　

千　
　

代　
　

人　
　

権　
　

福　
　

祉　
　

セ　
　

ン　
　

タ　
　

ー　
　
（
旧　

保
健
セ
ン
タ
ー
）

根の谷・本郷 平原・余井 美
土
里
高
齢
者　
　
　
　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

重信隠地、
清田

重信日南、
竹之内

エ
コ
ー
ミ
ュ
ジ
ア
ム
川
根

三田林・上梶矢・
下梶矢

上竹貞・下竹貞・
下川根・山根

19 火 上市、石原1･2
久保、高野、
横山

土井 市裏・市表
下日南、上日南、
下市

上市、岡の原 直会・田草
谷口・下宮・
杉の原

20 水 下市、入江沖、
長屋イ・ハ

下入江、向桂
東邦団地・
日南上・市下

日南中・
日南下

横呂、横田住宅、
隠地

戌谷、原
行部・薬師・
亀谷

二重谷・栃原・
篠原・歌ヶ谷

21 木
丹
比
西
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

集
会
所　
　
　
　
　
　

津々羅、室坂
中馬河内、
千川、日南

末石・
上高平寺

殿前市営住宅・
高平寺

川撫、奈良谷、
瀬木

向井、鳥信

来
原
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

東城・すだれ
切田・中原・
深渡

22 金 川原、
市場上・中

隠地、於手保
寺の下・
出口中

出口西・
出口東

桑
田
の
庄

是光、日南、
上音地

下音地、上城 上城・土居谷
日南側・柆原1・
柆原2

25 月

可
愛
集
会
所

上竹原、
山手西

徳田、上小山 生
田
集
会
所

上青、下青
中青、程原、
出店、上市

上仁王丸・
下仁王丸・山田

上沖城・
下沖城

26 火 下竹原、
山手沖

上中馬、
常楽寺

実宗・中の谷 国安・古屋
石丸、下市、
中市

山崎、助実 細河内・宮迫
宍戸城・
後岡城

27 水 山手日南下、
本谷上、本谷中

上福原、
常友日南

宮の上・
宮の下

上佐々井・
安森

美
土
里
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

栃木、市
中北日南上、
下叶口、上叶口

仲仙道・常広 茂谷

28 木 山手日南上、
宮之城、本谷下

下福原、
下小山

中佐々井・
みどり会4

みどり会1･2･3
中北日南下、
上郷、山田

叶谷、中北蔭地上、
中北蔭地下

行田・向原
後迫・
来女木市

3

1 金 上・下新屋郷、
下中馬上

山手中、甲元、
下中馬下

谷ノ城・門出
下佐々井・
五郎丸

下郷、貝原
雁子原、畠田迫、
下北蔭地、九文久

安　

芸　

高　

田　

市　
　

高　

宮　

支　

所

土居之内・
田屋郷・上用地

下用地・
叶谷日原

4 月
智
教
寺
老
人

集
会
所　
　

智教寺、大所（11時～15時）
中之郷・
上福田

下福田・
島之尾

5 火 丹
比
生
活
改
善

セ
ン
タ
ー　
　

中原、沖原、
久保地

甲田、
相合1･2･3･4･5班

水無・上大又
下大又・
上恩地

美　

土　

里　

教　

育　

集　

会　

所

寺川、岩倉
宝前、矢賀上、
矢賀下

水谷松之尾・
下船木

所木・五十貫部・
三田谷

6 水 西浦上・下
後相合、
山部、印内

横路住宅・
大まき

前田住宅・
上ときわ

中原、道円田、
塩瀬下

塩瀬日南上、
亀谷

門田・前川・
雇用促進住宅

上野吉広・
志部府・竹部迫

7 木 安
芸
高
田
市
役
所
横　

ク
リ
ス
タ
ル
ア
ー
ジ
ョ　

４
階
会
議
室

（
10
日
の
み
3
階
）

2丁目、4丁目、
高樋、柿原、柳原

左円、上迫、六日市、
雇用促進住宅（常友、郡山）

下ときわ・
化正面

日南団地・
日南

増屋、広森、
有藤

小谷、引地 野部
下式敷・
レンゲガーデン

8 金 1丁目、5丁目、
内堀、外堀

大賀屋、西土手、
大浜、三矢タウン

北原・山梨
上谷・
下土師下

高浜、砂田、
金屋

上河内 下房後・表郷 勘部・新迫

10 日 指定の日程に「申告相談」がで
きない人

指定の日程に「申告相談」がで
きない人

指定の日程に「申告相談」がで
きない人

指定の日程に「申告相談」がで
きない人

11 月 下土師中・
下土師上

黒瀬・中土師・
別所

橋上、塩貝
鉄井、下黒滝、
上黒滝

後側・
房後柆原

上式敷

12 火 新町上・中、川手、
四軒屋、上国司

下国司、古市、
３丁目、新町下

指定の日程に「申告相談」がで
きない人

指定の日程に「申告相談」がで
きない人

野々原・原山 上羽佐竹

13 水 上・下太郎丸、
川向、浄安寺東

浄安寺西、
青迫、坂巻

中羽佐竹・
信木

下羽佐竹

14 木 指定の日程に「申告相談」がで
きない人

指定の日程に「申告相談」がで
きない人

15 金

申告日程 ２月18日（月）～３月15日（金）

※２月18日から３月15日の間は、各会場で相談を行います。このため、税務課と各支所　

受付時間：午前９時～11時　

11

●
申
告
の
必
要
な
人

　

①
農
業
、
商
工
業
、
不

動
産
な
ど
の
収
入
の

あ
っ
た
人

　

②
給
与
支
払
報
告
書
が

勤
務
先
か
ら
安
芸
高

田
市
へ
未
提
出
の
人

　

③
給
与
以
外
の
収
入

（
農
業
、
年
金
な
ど
）

の
あ
っ
た
人

　

④
年
金
以
外
の
収
入

（
農
業
、
不
動
産
な

ど
）
の
あ
っ
た
人

　

⑤
医
療
費
控
除
な
ど
年

末
調
整
で
控
除
さ
れ

て
い
な
い
控
除
を
受

　
　

け
る
人

　

⑥
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い

る
人

※
税
務
署
で
所
得
税
の
確
定
申
告
を
さ

れ
る
人
は
、
安
芸
高
田
市
へ
の
申
告

は
不
要
で
す
。

●
申
告
の
と
き
必
要
な
書
類
な
ど

　

○
印
鑑

　

○
給
与
の
源
泉
徴
収
票

　

○
公
的
年
金
の
源
泉
徴
収
票

　

○
生
命
、
地
震
保
険
料
の
支
払
い
証

明
書

　

○
社
会
保
険
料
な
ど
の
支
払
い
証
明

書
ま
た
は
領
収
書

　

○
医
療
費
控
除
の
た
め
の
領
収
書

　

○
農
業
の
収
入
お
よ
び
経
費
が
わ
か

る
も
の（
領
収
書
・
預
金
通
帳
な
ど
）

　

○
保
険
の
満
期
の
場
合
は
、
保
険
会

社
が
発
行
し
た
証
明
書

　

○
障
害
者
手
帳
（
証
明
書
）

　

○
公
共
事
業
で
土
地
等
を
売
却
し
た

場
合
、
買
い
取
り
等
の
証
明
書

　

○
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
場
合
に

は
申
告
さ
れ
る
人
の
金
融
機
関

名
、
支
店
名
お
よ
び
口
座
番
号
が

わ
か
る
も
の
（
預
金
通
帳
な
ど
）

※
資
料
準
備
の
関
係
上
、
で
き
る
限
り

割
り
当
て
ら
れ
た
日
に
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。
ご
都
合
の
悪
い
方
は
、
前

日
ま
で
に
税
務
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

●
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
の
方

　

収
入
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
必
ず
申

告
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申
告
が
無
い
と

税
の
減
額
措
置
が
行
わ
れ
な
い
な
ど
、

不
利
益
を
受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
受
付
印
を
押
し
た
申
告
書
の
写
し
が

必
要
な
方

　

宛
名
を
記
入
し
切
手
を
貼
っ
た
返
信

用
の
封
筒
を
準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

吉
田
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

 

４
２

－

０
０
０
８

●
平
成
24
年
分
の
確
定
申
告
・
納
期
限

 

【
所
得
税
・
贈
与
税
】

　

３
月
15
日（
金
）ま
で

 

【
消
費
税
・
地
方
消
費
税

 

（
個
人
事
業
者
）】

　

４
月
１
日（
月
）ま
で

●
吉
田
税
務
署
２
階
確
定
申
告
会
場

 

【
受
付
時
間
】

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時

 

【
相
談
時
間
】

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　住民税（市県民税）の申告相談会が始ま
ります。平成25年１月１日現在、安芸高
田市にお住まいの方で次に該当される方
は、最寄りの相談会場で平成24年中の収
入などを申告してください。また、少しで
も待ち時間を短くするため、申告が必要と
思われる方へ「市民税・県民税申告書」と
「書き方」を送付いたします。郵送での申
告もできますので、「書き方」を参考にされ、
なるべく自書による申告をしてください。

平成24年分

申告相談申告相談
税務課　 42-5614

月 日 曜
甲田町 向原町

会場 午前 午後 会場 午前 午後

2

18 月
小
原
中
央
集
会
所　
「
絆
」

３区 ９区
有
留
地
区　
　

多
目
的
集
会
所

有留５ 有留６・７

19 火 ８区 １区 有留１・２ 有留３・４

20 水 ７区 10区
保
垣
地
区　
　
　
　

生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

保垣２ 保垣４

21 木 ２区 ６区 保垣１ 保垣３・５

22 金 ４区 ５区（上高地）
寺
山
地
区　
　

多
目
的
集
会
所

坂13 坂14

25 月

安　

芸　

高　

田　

市　
　

甲　

田　

支　

所　
　

２　

階　

大　

会　

議　

室

18区 24区 坂10 坂11・12

26 火 21区 27区
戸
島
地
区　
　
　
　

生
活
改
善
セ
ン
タ
ー

戸島３・４ 戸島２

27 水 20区 23区 戸島５・６ 戸島７上下

28 木 25区（上庄） 25区（道木）
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

長
田　
　
　
　
　

長田５・６ 長田７上下

3

1 金 26区 28区 長田２ 長田３・４

4 月 19区 22区

安　

芸　

高　

田　

市　
　

向　

原　

支　

所　
　

大　

会　

議　

室

坂２下 戸島８

5 火 11区 14区 坂３ 長田８

6 水 12区 13区 坂１・２上 坂16・17

7 木 15区 17区 坂２駅・４ 戸島９

8 金 ５区（下・中高地） 16区 坂５・６ 坂15上下

10 日

指定の日程に「申告相談」がで
きない人

指定の日程で「申告相談」がで
きない人

11 月 坂８下 坂８上・坂９

12 火 戸島１・11 坂７・長田１

13 水
指定の日程で「申告相談」がで
きない人14 木

15 金
窓口係では申告相談ができません。

／午後１時～４時

10
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　平成25年度の臨時職員を登録制により募集します。
　この登録制とは、あらかじめ働きたい期間や職種などを登録していた
だいた方の中から、条件に合う方を市の担当課で選考し、審査後に採用
するものです。登録を希望される方は、申請をお願いします。

 １．登録期間

 ２．登録方法
　◆新規登録者　登録申請書に必要事項を記入の上、写真を貼付の上、

総務部総務課へ提出してください。
　◆更新登録者　更新申請書に必要事項を記入の上、総務部総務課へ提

出してください。
　
 ３．雇用期間
　◆１回の雇用は６ヶ月以内とし、１回に限り６ヶ月以内の更新をする
ことがあります。

 ４．採用方法
　◆登録された方の中から必要に応じ、書類選考及び面接のうえ採用し
ます。

　◆業務内容、登録者の条件等により選考しますので、受付順の採用で
はありません。

　　また、登録有効期間内に全く連絡がない場合もありますので、ご了
承ください。

 ５．登録職種

 ６．登録・更新申請及び詳細
　◆登録・更新申請及び登録制度の詳細「安芸高田市臨時職員登録制度
のご案内」は市役所総務課、各支所にあります。また市ホームペー
ジからもダウンロードできます。

　※申請・問合せは、総務課にお願いします。

募集期間（土日・祝日を除く） 受付時間 採用時期 備考

①
平成25年２月22日
（金）から平成25年
３月１日（金）まで

午前８時
30分から
午後５時
15分まで

Ｈ25．４．１から

Ｈ25．４．１から採用を
する必要がある場合、
３月１日（金）までに登
録頂いた方の中から優
先的に選考します。

②
平成25年３月４日
（月）から平成26年
３月３日（月）まで

Ｈ25．４．１から
Ｈ26．３．31まで

通年、受付けしてい
ますので、随時ご提
出下さい。

職種 資格 賃金 備考
一般事務補助員 不要 時給 815円
保育士 必要 時給 1,032円 資格登録必要
保健師 必要 時給 1,032円
助産師 必要 時給 1,032円
看護師 必要 時給 929円
管理栄養士 必要 時給 1,032円
栄養士 必要 時給 929円
調理員 不要 時給 1,032円
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市長
　コラム

ワイド版

第 回

私
の
「
自
画
像
」
観

　

吉
田
小
学
校
の
卒
業
記
念
の「
自
画
像
」

制
作
が
、
こ
の
た
び
１
０
０
周
年
を
迎
え

ら
れ
ま
し
た
。大
正
2
年（
１
９
１
３
年
）、

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
最
中
に
卒
業
記
念

と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
「
自
画
像
」
で
あ

り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
の
１
０
０
年
間
は
、

戦
争
・
高
度
経
済
成
長
・
バ
ブ
ル
と
い
う

激
変
す
る
時
代
で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
間
「
自
画
像
」
を
継
続
し
て
来
ら

れ
ま
し
た
、
関
係
者
の
皆
様
に
深
く
感
謝

と
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

文
献
に
よ
り
ま
す
と
、「
自
画
像
」
の

歴
史
は
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
の
壁
画
や
ギ
リ

シ
ャ
の
ア
ン
フ
ォ
ラ
（
壺
）
の
絵
柄
と
し

て
、描
か
れ
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

私
は
、「
自
画
像
」
制
作
で
、
自
分
の
姿

を
残
す
事
に
よ
り
、
後
世
に
自
分
の
存
在

を
認
め
て
頂
く
絶
好
の
手
法
で
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
む
し
ろ
吉
田
小
学
校
の
「
自

画
像
」
は
、
自
分
自
身
が
後
世
に
お
い
て

人
生
を
振
り
返
り
、
今
の
自
分
に
勇
気
と

希
望
を
与
え
て
く
れ
る
大
切
な
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。
私
も
人
生
の
節
目
や
課
題

を
抱
え
た
時
に
は
、吉
田
小
学
校
に
行
き
、

自
分
の
描
い
た
「
自
画
像
」
を
見
て
、
当

時
の
時
代
背
景
を
思
い
出
し
、
勇
気
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
昭
和
31
年
に
吉
田
小
学
校
を
卒

業
す
る
際
、「
自
画
像
」
を
描
き
ま
し
た
。

「
自
画
像
」
と
一
緒
に
「
将
来
の
自
分
は

何
に
（
職
業
）
な
り
た
い
か
」
と
い
う
希

望
も
書
き
ま
し
た
。
当
時
の
右
肩
上
が
り

の
世
代
を
反
映
し
、「
貿
易
商
人
（
バ
イ

ヤ
ー
）」
と
書
い
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。

私
が
「
自
画
像
」
を
描
い
た
昭
和
31
年
は
、

神
武
景
気
か
ら
始
ま
っ
た
高
度
経
済
成
長

時
代
（
岩
戸
景
気
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
景
気
・

い
ざ
な
ぎ
景
気
）
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
名
目
経
済
成
長
率
は
、
15
％

で
世
界
第
一
位（
二
位
の
ド
イ
ツ
は
10
％
）

で
し
た
。
Ｇ
Ｎ
Ｐ
（
国
民
総
生
産
）
は
、

70
兆
円
で
世
界
第
二
位
（
一
位
の
ア
メ
リ

カ
は
３
５
０
兆
円
）
で
あ
り
ま
し
た
。

　

当
時
、
私
が
住
ん
で
い
た
吉
田
町
は
、

高
級
な
電
化
製
品
と
し
て
、
白
黒
の
テ
レ

ビ
や
炊
飯
器
が
発
売
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
一
般
家
庭
に
は
普
及
し
て
い
な
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。
勿
論
私
の
家
に
は
テ
レ

ビ
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
電
機
屋
さ
ん

の
前
で
、
人
だ
か
り
の
中
、
大
相
撲
を
観

戦
し
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
夏
に
な
る
と

ア
イ
ス
キ
ャ
ン
デ
ー
を
自
転
車
で
売
っ
て

い
ま
し
た
。
チ
リ
ン
・
チ
リ
ン
と
鳴
る
音

が
聞
こ
え
て
来
る
と
、
自
転
車
が
近
づ
い

て
き
た
事
を
知
ら
せ
ま
す
。
の
ど
か
な
田

舎
の
風
物
詩
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
石

原
裕
次
郎
が
デ
ビ
ュ
ー
し
大
ス
タ
ー
と
し

て
活
躍
、
フ
ラ
フ
ー
プ
が
大
流
行
し
た
年

で
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
吉
田
小
学
校

で
は
、「
学
校
給
食
」
が
始
ま
り
ま
し
た
。

脱
脂
粉
乳
が
苦
手
で
ビ
ン
に
入
れ
て
持
ち

帰
っ
て
い
た
事
を
覚
え
て
い
ま
す
。

　

私
は
「
自
画
像
」
を
通
じ
て
31
年
代
の

回
想
が
蘇
り
ま
し
た
。
人
そ
れ
ぞ
れ
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
は
、
自
分
の
生
き
て

き
た
背
景
や
事
実
を
大
切
に
し
、
今
後
の

人
生
に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
い
う
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。「
自
画
像
」
に
限

ら
ず
、
自
分
の
生
き
ざ
ま
を
様
々
な
形
で

し
る
す
こ
と
は
、
大
変
重
要
な
事
と
思
い

ま
す
。
時
代
を
通
し
て
、
今
の
生
き
方
を

検
証
す
る
事
は
、
将
来
大
き
な
プ
ラ
ス
と

な
っ
て
帰
っ
て
来
る
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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高円宮杯U-18サッカーリーグ2012
プレミアリーグ チャンピオンシップ
サンフレッチェ広島ユース　優勝!!

東京ヴェルディユース　１　－　４ サンフレッチェ広島ユース

　12月16日(日)に、埼玉スタジアム2002で行われた試合で、見事
に勝利し、優勝しました。
　今期で監督を退任される、森山佳郎さん。その退任に、花を添
えました。

第1回広島県ジュニア美術展で
入賞・入選された方のご紹介

工芸（工作）系 　
 【奨励賞】道遊颯人（小田東小）

彫刻系 　
 【入　選】伊藤一道、井上優人、岩崎世真、

上岡泰己、大﨑桜子、大下美優、
折重岬、兼近あすみ、川口栞、
倉田真希、児玉謙吾、崎森大輔、
貞近真歩、正田瑞稀、高田愛梨、
新田希穂、平野菜々子、
平川魁理、松下凌、丸岡瑞希、
望月みなみ、山﨑慶次、
山崎美優、山崎優里

 （以上向原小）

写真系 　
 【優秀賞】　眞田葵（向原小）
 【入　選】　先田幸喜、福間光信
 （以上向原小）

デザイン系 　
 【奨励賞】　児玉謙吾（向原小）

17

安芸高田市を舞台に、恋の花が咲く
まちこんinあきたかた

　12月22日（土）。安芸高田市役所周辺のお店
を舞台に、まちこんが開催されました。ブレス
レット、LOVE券、Loveゲットチャンスカード、
地図を手に、まちこんに協力してくれた安芸高
田市内の飲食店で男女が出会う。新たな出会い
は、いつも胸を膨らませてくれるものです。食
事を楽しみながら、会話も弾み、緊張もほぐれ
てくれば、恋の予感を感じ始めている人も？ク
リスマスを前にしたこの日がきっかけで、小さ
な恋の物語が始まったかもしれません。

寒さに負けない、強い精神力を！
第49回寒稽古・鏡開き
　凍てつくような寒さ。地上にいても風を痛いと
感じるのですから、水中ではなおさらでしょう。
1月13日（日）の気温は1度。水温は4度でした。
　甲田町の江の川河川敷で行われた寒稽古には、
5歳から70代の方が参加。水中に入った際には、
「痛い、寒い」との声が上がります。それでも、気
合いを入れて稽古を続けたみなさん。空手には、
肉体と精神の鍛錬が重要。この、寒稽古を乗り越
えたことで、より一層強い人間になれた事でしょ
う。

安芸高田市へようこそ
サンフレッチェ広島新ユース生転入学歓迎式
　J1で初優勝を果たしたサンフレッチェ広島。育成型クラブを掲げるサ
ンフレッチェ広島には、ユースチームの充実が欠かせません。
　1月7日（月）、クリスタルアージョで新たなスター候補生である新ユー
ス生12名の歓迎式が行われました。東は埼玉県、西は長崎県から安芸
高田市にやってきた彼ら。親元を離れての生活に不安もあるでしょうが、
「トップチームに上がるために頑張りたい」「人間としても成長したい」と
胸を張って語ります。まさに夢と真っ直ぐに向き合っている者の姿。安芸
高田市を第2の故郷とする彼らを温かく見守り、応援していきましょう。
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■チャイルド・ユースサポート章
　向原地域子ども会育成会

　内閣府から、子ども・若者の育成・子育て支援する活動において
地域社会に積極的に貢献した団体として表彰されました。
　これは、自然体験、集団宿泊体験、創作活動、体験活動等の機会

の提供や異世代交流の機会を提供す
る活動を行っていること、そして、
これらの活動が、子どものいない世
帯も含めた全戸で、向原町の子ども
を皆で育てようと会費を持ち寄り、
町をあげて子どもの育成を支援して
いることが評価されています。

平成24年度
子ども若者育成・子育て支援功労者表彰

重
しげ

藤
とう

　剛
ごう

介
すけ

さん　甲田町　83歳

　11月15日、平成24年度地域文化功
労者として市文化財保護審議会会長の重
藤剛介さんが文部科学大臣から表彰を受
けました。この表彰は、芸術文化の振興、
文化財の保護等、地域文化の振興に功績
のあった方を表彰するもので、重藤さん
の旧甲田町時代か
ら現在までの53
年間に及ぶ功績が
認められ表彰とな
りました。

　

精
密
な
描
写
。
細
部
ま
で
正
確
に

描
か
れ
た
花
の
絵
は
、
額
の
中
に
実

物
を
押
し
込
め
た
よ
う
で
す
。

　

ボ
タ
ニ
カ
ル
ア
ー
ト
は
、
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
が
根
付
い
て
い
る
イ
ギ
リ
ス

で
１
７
０
０
年
代
か
ら
人
気
を
博
し

て
き
ま
し
た
。
も
と
も
と
は
、
植
物

図
鑑
を
作
る
た
め
の
絵
と
し
て
発
展

し
て
き
た
も
の
。
そ
の
細
密
で
美
し

い
絵
は
、
日
本
で
も
人
気
に
な
り
ま

し
た
。

　

梅
原
さ
ん
が
入
選
し
た
の
は
、
第

24
回
Ｊ
Ｇ
Ｓ
ボ
タ
ニ
カ
ル
ア
ー
ト

展
。
全
国
か
ら
数
多
く
の
応
募
が
あ

る
中
、初
応
募
で
入
選
さ
れ
ま
し
た
。

「
60
歳
を
過
ぎ
て
、
趣
味
が
あ
れ
ば

と
思
っ
て
始
め
ま
し
た
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

通
信
教
育
で
勉
強
し
た
の
で
す
が
、

そ
れ
が
こ
う
し
て
入
選
と
い
う
形
に

な
っ
た
の
で
す
か
ら
、
や
っ
ぱ
り
う

れ
し
い
で
す
ね
」

　

自
ら
が
こ
れ
ま
で
描
い
て
き
た
花

の
絵
を
前
に
、
梅
原
さ
ん
は
笑
顔
を

浮
か
べ
ま
す
。

　

向
原
町
出
身
の
梅
原
さ
ん
は
、
現

在
は
沖
縄
県
の
石
垣
島
に
住
ん
で
い

ま
す
。
若
い
こ
ろ
か
ら
日
本
鱗り
ん

翅し

学

会
に
属
し
て
、
蝶
の
観
察
・
研
究
を

行
っ
て
き
た
梅
原
さ
ん
は
、
夢
見
て

き
た
、
珍
し
い
蝶
の
多
い
南
国
へ
の

移
住
を
定
年
後
実
現
し
ま
し
た
。
そ

の
石
垣
島
で
、
毎
日
家
の
前
に
来
る

蝶
を
観
察
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
蝶
の

集
ま
る
花
に
も
興
味
を
持
ち
、
絵
に

し
て
み
た
い
と
思
っ
た
そ
う
で
す
。

「
絵
を
描
く
た
め
に
は
、植
物
を
し
っ

か
り
と
観
察
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
す
る
と
、
花
の
形
だ
と
か
、
実

の
付
き
方
だ
と
か
、
今

ま
で
見
逃
し
て
き
た
花

の
構
造
を
よ
く
知
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
」

　

そ
れ
が
楽
し
い
と
語

る
梅
原
さ
ん
。
若
い
こ

ろ
か
ら
蝶
の
観
察
・
研

究
を
し
て
き
た
梅
原
さ

ん
に
と
っ
て
、
花
を

じ
っ
く
り
と
見
な
が

ら
、
絵
に
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
な

に
よ
り
の
娯
楽
だ
そ
う
で
す
。

　

そ
ん
な
梅
原
さ
ん
。
今
後
も
ボ
タ

ニ
カ
ル
ア
ー
ト
を
続
け
、
い
ず
れ
は

個
展
を
開
け
る
ま
で
に
な
り
た
い
と

言
い
ま
す
。

「
ボ
タ
ニ
カ
ル
ア
ー
ト
の
面
白
さ
を
、

も
っ
と
多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い

た
い
。
高
齢
化
社
会
だ
け
ど
、
生
き

が
い
を
持
っ
て
生
き
て
い
け
ば
人
生

は
ま
だ
ま
だ
楽
し
め
る
。
そ
れ
を
伝

え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
…
」

　

梅
原
さ
ん
を
前
に
し
て
い
る
と
、

高
齢
だ
か
ら
と
い
っ
て
人
生
に
遠
慮

す
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
と
い
う
気

に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

や
り
た
い
と
思
っ
た
時
が
、
最
善

の
時
。

　

何
歳
に
な
っ
て
も
、
人
間
に
は
可

能
性
が
秘
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思

わ
れ
ま
す
。

定
年
後
も
、
人
生
は
楽
し
い

第
24
回
Ｊ
Ｇ
Ｓ
ボ
タ
ニ
カ
ル
ア
ー
ト
展
入
選

梅
原　

努
（
68
）
さ
ん
（
向
原
町
）

平成24年度
地域文化功労者表彰
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ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
大
活

躍
し
た
日
本
の
レ
ス
リ
ン
グ
の
選
手

た
ち
。
今
や
レ
ス
リ
ン
グ
は
、
日
本

の
お
家
芸
と
い
え
る
ま
で
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
レ
ス
リ
ン
グ
で
、
次
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
候
補
に
な
る
で
あ
ろ
う

若
手
の
選
手
た
ち
が
、
11
月
5
日
〜

14
日
に
、
ア
メ
リ
カ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
行
わ
れ
た
Ｎ
Ｙ
Ａ
Ｃ
国
際
大
会

に
参
加
す
る
た
め
遠
征
し
ま
し
た
。

　

そ
の
選
手
団
の
団
長
を
務
め
た
の

が
、
箕
越
秀
美
さ
ん
。
自
身
も
レ
ス

リ
ン
グ
選
手
と
し
て
活
躍
し
て
い
た

箕
越
さ
ん
は
、
現
在
、
若
手
の
育
成

と
レ
ス
リ
ン
グ
の
更
な
る
普
及
を
目

的
に
、
広
島
県
レ
ス
リ
ン
グ
協
会
の

会
長
を
務
め
て
い
ま
す
。

　

Ｎ
Ｙ
Ａ
Ｃ
国
際
大
会
で
は
、
優
勝

し
た
選
手
も
多
く
、
次
の
リ
オ
デ

ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
へ
期
待

は
膨
ら
み
ま
す
。

「
私
も
、
若
い
こ
ろ
は
レ
ス
リ
ン
グ

で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
し
た
人

間
。
だ
か
ら
こ
そ
、
彼
ら
の
サ
ポ
ー

ト
を
し
て
あ
げ
た
い
で
す
し
、
成
長

し
て
活
躍
し
て
い
る
彼
ら
を
見
る
と

嬉
し
く
な
り
ま
す
」

　

レ
ス
リ
ン
グ
の
魅
力
は
、
ス
ト

イ
ッ
ク
に
な
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
こ
ろ
、
と
語
る
箕
越
さ
ん
。
し
か

し
、
ス
ト
イ
ッ
ク
に
な
る
と
い
う
こ

と
は
、
自
分
を
限
界
ま
で
追
い
詰
め

る
こ
と
。
そ
こ
に
は
、
人
に
は
語
れ

な
い
苦
し
み
も
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ

れ
を
、
か
つ
て
の
経
験
か
ら
知
っ
て

い
る
箕
越
さ
ん
は
、
若
手
の
サ
ポ
ー

ト
に
力
を
注
ぎ
、
彼
ら
の
成
長
を
自

分
の
こ
と
の
よ
う
に
喜
び
ま
す
。

　

実
は
、
箕
越
さ
ん
。
レ
ス
リ
ン
グ

だ
け
で
は
な
く
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
の

振
興
に
も
尽
力
し
て
い
ま
す
。
甲
田

町
の
小
学
生
を
中
心
に
構
成
さ
れ
、

全
国
大
会
で
も
好
成
績
を
上
げ
る

チ
ー
ム
、
安
芸
高
田
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

ク
ラ
ブ
の
立
ち
上
げ
人
の
一
人
だ
っ

た
の
が
箕
越
さ
ん
。

「
湧
永
レ
オ
リ
ッ
ク
の
Ｏ
Ｂ
の
方
と

一
緒
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
結
成
か

ら
12
年
経
ち
ま
す
が
、
大
学
生
に

な
っ
て
も
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
を
続
け
て

い
る
子
が
い
ま
す
。彼
ら
の
存
在
は
、

励
み
に
な
り
ま
す
」

　

こ
の
よ
う
に
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に

力
を
注
い
で
き
た
箕
越
さ
ん
。な
ぜ
、

そ
こ
ま
で
ス
ポ
ー
ツ
に
情
熱
を
傾
け

ら
れ
る
の
か
？
そ
の
理
由
を
聞
い
て

み
る
と
、

「
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
知
り
合
え
た

人
た
ち
と
、
今
も
私
は
、
こ
う
し
て

活
動
を
し
て
い
ま
す
。
一
緒
に
悩
ん

だ
り
し
な
が
ら
、
そ
れ
で
も
楽
し
ん

で
、
夢
を
持
っ
て
。
ス
ポ
ー
ツ
で
築

い
た
人
間
関
係
は
、私
の
財
産
で
す
。

そ
れ
を
、若
い
世
代
に
も
伝
え
た
い
。

多
く
の
人
と
接
し
て
、
様
々
な
経
験

を
し
な
が
ら
成
長
し
て
い
っ
て
も
ら

い
た
い
」

　

他
の
人
間
を
知
る
こ
と
は
、
人
生

の
幅
を
広
げ
る
こ
と
。ス
ポ
ー
ツ
は
、

勝
ち
負
け
だ
け
で
は
な
く
、
人
間
を

育
て
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
箕
越
さ

ん
は
、
そ
の
こ
と
を
胸
に
、
今
も
、

レ
ス
リ
ン
グ
や
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
を
通

し
て
、
若
い
人
の
人
間
形
成
に
活
躍

し
て
い
ま
す
。

　

滋
賀
県
大
津
市
で
起
き

た
、
い
じ
め
に
よ
る
中
学
生

男
子
の
自
殺
。
連
日
報
道
さ

れ
た
痛
ま
し
い
事
件
は
、
一

人
の
女
子
中
学
生
に
も
衝
撃

を
与
え
ま
し
た
。

「
ニ
ュ
ー
ス
で
『
誰
か
が
止

め
て
く
れ
る
と
思
っ
て
い

た
』
と
男
子
生
徒
の
同
級
生

が
話
し
て
い
る
姿
を
見
ま
し

た
。
そ
の
時
、
誰
か
を
当
て

に
す
る
の
で
は
な
く
、
自
ら

動
く
こ
と
が
大
事
な
の
か
も

し
れ
な
い
、と
感
じ
ま
し
た
」

　

そ
う
語
る
の
は
吉
田
中
学

校
2
年
生
の
杉
岡
詩
菜
さ

ん
。
大
津
市
の
事
件
を
き
っ

か
け
に
、
自
分
は
人
任
せ
に

せ
ず
に
行
動
を
起
こ
せ
る
だ

ろ
う
か
、
と
普
段
の
生
活
を

見
つ
め
直
し
た
作
文
で
、
第

32
回
全
国
中
学
生
人
権
作
文

コ
ン
テ
ス
ト
広
島
県
大
会 

最
優
秀
賞
（
応
募
総
数
1
万

９
、
１
８
９
）
に
、
ま
た
、

全
国
大
会 

奨
励
賞
に
輝
き

ま
し
た
。

　

杉
岡
さ
ん
は
、
受
賞
は
嬉

し
い
と
語
り
な
が
ら
も
、
表

情
を
引
き
締
め
な
が
ら
次
の

よ
う
に
話
し
ま
す
。

「
今
回
、
新
聞
な
ど
で
私
の

作
文
が
掲
載
さ
れ
、
多
く
の

方
々
か
ら
声
を
か
け
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
う
し
て
注

目
さ
れ
た
か
ら
こ
そ
、
作
文

の
内
容
に
嘘
は
な
い
と
い
う

こ
と
を
、
私
自
身
が
実
践
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
」

　

杉
岡
さ
ん
の
最
も
伝
え
た

か
っ
た
の
は
、『
正
し
い
と

思
っ
た
こ
と
は
、
自
分
で
行

動
を
起
こ
す
』と
い
う
こ
と
。

　

誰
も
が
『
他
の
人
が
し
て

く
れ
る
だ
ろ
う
』
と
甘
く
考

え
て
し
ま
い
が
ち
。
そ
う
し

た
考
え
は
、
実
は
も
の
す
ご

く
恥
ず
か
し
い
こ
と
で
は
な

い
の
か
？

　

中
学
2
年
生
女
子
の
熱
い

思
い
は
、
私
た
ち
が
普
段
見

失
い
が
ち
な
大
切
な
も
の
を

気
づ
か
せ
て
く
れ
る
も
の
で

す
。

多
く
の
人
と
知
り
合
え
た
こ
と
は
、

私
の
財
産

箕
越　

秀
美
（
62
）
さ
ん
（
甲
田
町
）

第
32
回
全
国
中
学
生
人
権
作
文

コ
ン
テ
ス
ト
で
奨
励
賞
を
獲
得

吉
田
中
学
校
2
年　

杉
岡 

詩
菜
さ
ん
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ハッピープレママサロン
～妊娠中からの子育てを応援します～

日　時 場　所 内　　　容 担当

２月26日(火)
(13:30～15:30)

中央保健
センター
３階

第２回「輝くママになろう♪」
★妊娠期・授乳期ママの栄養
ミニ講座♪

★妊娠中のデンタルケアと赤
ちゃんのお口の話♪

★妊娠中から始めるエクササ
イズで骨盤ケア♪

栄養士
歯科衛生士
助産師
保健師

【対　象　者】妊婦さん（状態が安定している方）と家族
 【持参する物】母子健康手帳・お茶等
 【参加と託児】参加には予約が必要です。託児希望がある場合

は、予約時にご相談ください。
※骨盤ケアのエクササイズを毎回行いますので、動きやすい服
装でおいでください。
※３回シリーズですが、いつからでも参加できます。次回は３月
19日（火）≪赤ちゃんのお世話～沐浴・抱き方・おむつ替え
にチャレンジ～と骨盤ケアエクササイズ≫を予定しています。
※予約先：保健医療課　 ４２－５６３３

月日 受付時間 主な対象町 会　場 相談内容 お 知 ら せ

２月
１日
（金）

10:00～
11:30 吉 田 町

中央保健
センター

●育児相談
●４か月児
相談
●２歳６か
月児相談

※4か月児相談、2歳6
か月児相談の対象児に
は個人通知します。

対象：4か月児相談は平
成24年10月生まれ。

　2歳6か月児相談は平
成22年８月生まれ。

※内容：身体測定・食生
活・歯・育児全般にお
ける相談

※現在使用している歯ブ
ラシをご持参ください。

13:00～
14:30

吉 田 町
美土里町

２月
８日
（金）

10:00～
11:30 甲 田 町

13:00～
14:30 向 原 町

２月
１５
日
（金）

10:00～
11:30 八千代町

13:00～
14:30 高 宮 町

対象町で来られない場合、他の対象町でも受けられます、事
前に保健医療課（ 42-5633）までご連絡ください。

　毎日、寒い日が続きます。風邪などの感染症にかから
ないよう、また、かかっても悪化しないように気をつけ
ましょう。そのために、普段から次のことを心がけてみ
ましょう。

１、厚着は避けましょう。
　大人の感覚で厚着をさせないようにしましょう。
　小さいころから、自然の気温の変化に慣れさせてあげ
ることは自律神経の発達を促すことになります。
　子どもは、遊んでいる時は、活発に体を動かしている
ので、寒いこの時期でも、汗をかいていることがありま
す。思いっきり遊んでいる時は、上着を脱がせるなど、
衣服の調整をしてあげましょう。また、室内と屋外、昼
間と夕方では気温の変化があり、温度差も大きいのでベ
ストやコートなどを着て調節しましょう。

２、外から帰ったらまず手洗いとうがいをしま
しょう。

　風邪などの感染症のウイルスは、病気の人が咳やく
しゃみをすることで空気中に飛び散り、それが人の手や
顔などにくっついたり、呼吸する時に鼻や口から吸いこ
まれていきます。このようにして人から人へと病気がう
つっていきます。それを防ぐためには、空気中から体の
中に入ろうとするウイルスを入れないように、『手洗い』
と『うがい』をしっかりすることが大切です。

３、体力をつけましょう。
　寒い日を元気で過ごすためには、しっかり睡眠をとり、
バランスのよい食事をこころがけて体力をつけることが
大切です。また、寒いからといって、家の中ばかりで過
ごすのではなく、お天気のよい日は、外で遊ばせてあげ
ましょう。親子で規則正しい生活ができるよう、普段か
らこころがけて寒い日を乗り切りましょう。

冬を元気に過ごしましょう！

【乳幼児健康教室】

日　　時 場　所 申込期間 対　　象 持参物

２月22日（金）
10:00～11:30

中央保健
センター
　３階

２月15日

～

２月21日

★生後５か月児
～１歳６か月
児とその家族

お茶・
タオル

すくすく教室　～すくすく離乳食～
★お口の発達にあった離乳食をすすめよう！★
　赤ちゃんのお口の機能や発達に合わせた食べ方など分りやすく説明
します。離乳食を作って試食をします。

日　　時 場　所 申込期間 対　　象 持参物

２月20日（水）
10：00～13：30

クリスタル
アージョ　
１階　調理室

２月13日

～

２月19日

★１歳７か月児
～未就学児と
その家族

・エプロン
　（親子とも）
・タオル
・参加費300円

のびのび教室　～親子でクッキング～
★一緒に料理にチャレンジしてみよう！★
　親子で一緒に料理を作ります。いろいろな料理にチャレンジしながら、「お
いしい！楽しい！うれしい！」を感じ食べることの大切さをみつけましょう。

※きょうだいでの参加の方は、託児もあります。
※参加希望の方は、保健医療課（ 42 ｰ 5633)へお申し込み
ください。

～
う！★★
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げんきな親子
子育て中のみなさんを応援するコーナー。 
子育てに関係する情報をいろいろ掲載します。

子育て支援センター
【プレイルーム】
　クリスタルアージョ１階にあるプレイ
ルームは、子育て中の親子が集い交流し

あえる場所です。３歳までのお子様向けのオモチャを置い
ていますので保護者の方と一緒にお気軽にご利用下さい。
おしゃべりをして、ホッと一息しませんか。
■場　　所　クリスタルアージョ１階　エレベーター正面
■利用時間　月曜日～金曜日　8：30～17：15

【子育て交流会】

■持ち物　水分補給の飲み物、汗拭きタオル、着替え等
■実際の活動時間は３０分程度ですが、人数により時間延
長する場合がありますのでご了承ください。
■＊託児はありませんが、対象年齢ではないごきょうだい
を連れてこられても大丈夫です。
■ご利用は無料です。ご予約は必要ありません。
子育て支援センター（ 47-1283）

【子育て相談】
　子育て支援センターでは、 家庭児童相談員・母子自立支
援員・保健師・子育て支援員が子育てに関する悩みなど相
談に応じています。 お子様と一緒にお気軽においでくだ
さい。 
〈電話での相談も受け付けています。〉
■受付時間　月曜～金曜日　8：30～17：15
子育て支援センター（ 47-1283）

と　　き と こ ろ 内　　容
２月14日（木）
10:15～10:30　受付
10:30～11:00　活動

クリスタルアージョ　１階
プレイルーム
（吉田町）

交流会
＊対象年齢　
　０歳

２月21日（木）
10:15～10:30　受付
10:30～11:00　活動

クリスタルアージョ　１階
プレイルーム
（吉田町）

交流会
＊対象年齢　
　１歳

２月28日（木）
10:15～10:30　受付
10:30～11:00　活動

クリスタルアージョ　１階
プレイルーム
（吉田町）

交流会
＊対象年齢　
　２歳～４歳

月日・受付時間 対　　象 会　場
２月７日（木）
13:00～13:15

３歳児健康診査
・H21年８月生まれ

中央保健
センター

２月14日（木）
13:00～13:15

１歳６か月児健康診査
・H23年７月生まれ

中央保健
センター

２月21日（木）
13:00～13:15

乳児健康診査
・H24年４月生まれ

中央保健
センター

※健診内容は、診察、身体計測、食生活・歯・ことばなど育児
全般における個別相談。
※対象児には個人通知します。

日　　　時 保育所（園）名 内　　　容
２月１日（金）
10：30～11：45 ひの川幼稚園 園 庭 開 放

（なかよしＯＧ会）
２月５日（火）
 9：30～11：00 かわね保育園 園 庭 開 放

２月６日（水）
 9：30～11：00 ふなさ保育園 園 庭 開 放

２月７日（木）
 9：30～11：30 向原こばと園 園 庭 開 放

２月８日（金）
10：00～11：30 吉田幼稚園 園 庭 開 放

２月12日（火）
10：00～11：30 吉田保育所 園 庭 開 放

２月12日（火）
 9：30～11：00 くるはら保育園 園 庭 開 放

２月13日（水）
10：00～11：30 甲立保育所 園 庭 開 放

２月14日（木）
 9：30～11：00 ひまわり保育所 園 庭 開 放

２月14日（木）
10：00～11：30 小田東保育所 園 庭 開 放

２月15日（金）
10：30～11：45 ひの川幼稚園 園 庭 開 放

（なかよし広場）
２月19日（火）
10：00～11：30 小原保育所 園 庭 開 放

２月19日（火）
10：00～11：30 吉田保育所 園 庭 開 放

２月21日（木）
 9：30～11：00 みどりの森保育所 園 庭 開 放

２月22日（金）
10：00～11：30 吉田幼稚園 お た の し み 会

２月26日（火）
10：00～11：30 吉田保育所 おひなさまをつくろう

２月27日（水）
 9：30～11：30 入江保育園 体 験 入 園

２月28日（木）
10：00～11：30 みつや保育所 体 験 入 園

園庭開放・体験入園日程
　子どもたちは友だちと遊んだり、 お母さんと遊んだりと楽
しい時間が過ごせます。 そのかたわらで、 お母さんたちは
育児の悩みなど情報交換もできます。 
●持参するもの　お茶・タオル・着替え

◆下記の保育園は、随時園庭開放を行っております。行事の
都合がありますので、保育園にお問い合わせください。
　刈田保育園　　　 　５２－２０９９
　八千代南保育園　 　５２－３０４８
　可愛保育園　　　 　４３－１７７６

1月9日(水)プレイルームにて撮影 後藤 裕恵さん、小遥ちゃん。
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安芸高田警察署交通ミニコーナー
●平成24年交通事故発生状況（概数）

人身事故

区　分 本年 前年 前年同期比増減数

150件

5人

209人

137件

5人

175人

13件

0人

34人

死 者 数

負傷者数

H24.11末現在
安芸高田警察署管内

減らそう犯罪

みんなで飲酒運転の根絶を
　「少ししか飲んでいないから」「見つからなければ大丈夫」等とい
った軽い気持ちが尊い命を奪います。
　飲酒運転はもとより、車を貸す、酒を提供する、その車に同乗す
る事は、重大な犯罪です。
　運転者だけでなく、家族や周りの方で声をかけ合い、みんなで飲
酒運転を絶対に「しない」「させない」社会づくりにつとめましょう。
○県内の飲酒運転による交通事故発生状況
　飲酒運転には厳しい罰則や行政処分が科
されます

●2月の交通事故警戒日（過去の交通事故統計に基づく）　　7日（木）・10日（日）・15日（金）・25日（月）

59

平成24年中は、発生件数、負傷者数とも増加。特
に幹線道路を中心に追突事故、対向車線はみ出し、
対向車と衝突する正面衝突事故が多発。安全速度と
前方注視を怠らないようにしましょう。

親切そうな顔のその裏は……
　「甘い言葉」や「不安にさせる言葉」で勧誘してくる悪質商法。
　騙されないためにその手口を知り、対処法を身につけましょう。

「お得」感をくすぐるあの手、この手の悪どい手口
◎　 無料点検商法
　公的機関などをかたる訪問者が、無料点検を売りものにして結果的
に不必要な高額商品を売りつけます。
◎　 催眠商法（ＳＦ商法）
　無料配布物などで購買意欲をあおり、高額商品の購入へともち込みます。
◎　 マルチ商法
　紹介料や販売マージンなどが得られるなどというふれこみで、大量の商品などを仕入れさせら

れます。
◎　 内職商法・モニター商法
　「高収入約束」などという文句で勧誘し、仕事に使う高額な機械や材料などを購入させられます。

「ひっかかった!」と思ったら泣き寝入りをせず、急いでクーリングオフ
　クーリングオフは消費者が一方的に申し込みの撤回、または契約の解除ができる制度です。
　契約書面を受け取った日を含めて８日以内（マルチ商法・内職商法は20日間）が一般的です。
　期限が過ぎてしまうと、契約の解除が数倍も難しくなります。
　できるだけ早く、手続きをしましょう。
　クーリングオフの手続き、その後、業者がクーリングオフに応じないなどのトラブルがあれば
安芸高田市消費生活相談窓口　42-1143（毎週水・金9:30～16:30）または広島県生活セン
ター　082-223-6111（毎週月～金9:00～16:00）に相談しましょう

負けずに、見透かす「悪質商法!」

増減
16件
6人

H23年
124件
9人

H24年
140件
15人

発生件数
死 者 数
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平
成
24
年
中
の
災
害
件
数

　

安
芸
高
田
市
内
の
災
害
件
数
は
次
の

と
お
り
で
す
。（　

）
内
は
平
成
23
年

中
の
件
数
で
す
。

■
火
災
件
数 

34
件
（
30
件
）

【
火
災
種
別
】

　

▽
建　

物 

10
件
（
８
件
）

　

▽
林　

野 

９
件
（
10
件
）

　

▽
車　

両 

３
件
（
２
件
）

　

▽
そ
の
他 

12
件
（
10
件
）

【
死
者
】 

１
人
（
０
人
）

【
負
傷
者
】 

５
人
（
３
人
）

【
出
火
原
因
】

　

▽
１
位　

放
火
の
疑
い 

９
件

　

▽
２
位　

火
入
れ 

２
件

　
　
　
　
　

ス
ト
ー
ブ 

２
件

※
火
入
れ
と
は
山
林
原
野
の
枯
れ
草
や

田
畑
の
あ
ぜ
草
な
ど
を
焼
く
こ
と
を

い
い
ま
す
。

【
損
害
額
】
４
，
２
８
５
万
円

 

（
５
，
１
０
８
万
円
）

■
救
急
出
動
件
数

１
，
５
６
７
件
（
１
４
４
１
件
）

【
救
急
種
別
】

　

▽
急
病

 

８
６
７
件
（
８
５
７
件
）

　

▽
交
通
事
故

 

１
５
３
件
（
１
１
４
件
）

　

▽
一
般
負
傷

 
２
１
８
件
（
１
９
９
件
）

　

▽
そ
の
他

３
２
９
件
（
２
７
１
件
）

　

救
急
件
数
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

真
に
緊
急
を
要
す

る
方
の
た
め
に
、
救

急
車
の
適
正
な
利
用

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
救
助
出
動
件
数 

35
件
（
16
件
）

　

▽
交
通
事
故

　
　

29
件
（
15
件
）

　

▽
そ
の
他

　
　

６
件
（
１
件
）

春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
が

実
施
さ
れ
ま
す

　

毎
年
、
３
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の

一
週
間
は
春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
の

期
間
で
す
。

　

こ
の
季
節
は
、
空
気
が
乾
燥
し
や
す

い
気
象
条
件
と
な
る
こ
と
か
ら
火
災
の

発
生
危
険
が
非
常
に
高
く
な
り
ま
す
。

そ
し
て
、
い
っ
た
ん
火
災
に
な
る
と
大

火
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、

こ
の
よ
う
な
時
期
に
は
、
改
め
て
火
気

の
取
扱
い
に
強
く
注
意
を
払
う
こ
と
が

必
要
で
す
。

「
火
の
用
心
」

　

平
成
24
年
12
月
14
日
（
金
）
に
八
千

代
町
「
ひ
の
川
幼
稚
園
幼
年
消
防
ク
ラ

ブ
」
の
園
児
に
よ
り
防
火
パ
レ
ー
ド
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

救
急
自
動
車
更
新

　

こ
の
度
新
し
く
、
救
急
自
動
車
及
び

資
器
材
を
更
新
し
ま
し
た
。　
　

　

平
成
24
年
12
月
17
日
か
ら
運
用
を
開

始
し
て
い
ま
す
。
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火 災

救 急

救 助

そ の 他

1件
（34件）

143件
（1,567件）

1件
（35件）

2件
（35件）

12月
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食生活に関するご相談は、お気軽に保健医療課　栄養士にお問い合わせ下さい。（ ４２－５６３３）

安芸高田市食生活改善推進協議会
保健医療課　栄養士

【インフォメーション】

健康あれこれ
健康あきたかた21
イメージキャラクター

♪材料（４人分）♪
白菜 ……………10枚
カニ缶 ……………１缶
スープ ………１カップ
牛乳 …………２カップ
塩 …………小さじ1/2
こしょう …………少々
かたくり粉 …小さじ1/2

枚
缶
プ
プ
2
々
22

私た
ちが紹介します

安芸高田市食生活改善推進協議会安芸高田市食生活改善推進協議会
美土里支部美土里支部

★白菜には、ビタミンＣやカ
ルシウム・カリウムなど含
まれます。
★効能は、風邪の予防・美肌
効果・利尿作用があります。

白菜のクリームかけ

がん検診推進員養成研修会について
　がん検診の研修を受け、がんの早期発見・早期治療に役立ててみ
ませんか？研修を受けられたら「広島県がん検診推進員」として認
定され、まずはご自分の健康に関心を持ってもらい、できる範囲内
で家族や地域の方に検診の必要性を伝えていってもらいます。
　一人でも多くの方の健康を願って研修会を開催します。参加希望
される方は安芸高田市保健医療課（ 42-5633）までお早めに連
絡ください。

２月23日（土）　13：30～15：00
クリスタルアージョ　４階小ホール

【講師】広島市立安佐市民病院外科部長　　村上　茂　先生
広島大学病院や九州がんセンター勤務後広島大学病院乳腺外科講
師をされ、現在安佐市民病院で乳がん患者の治療をされています。

こころの健康づくり講演会
楽しく！わかりやすく！ためになる！

～こころの元気リフレッシュ法～
　ストレス社会において、こころの健康を保つためには、ストレス
をコントロールしていくことが大切です。なかでも最も大切なのが、
自分自身がいかにストレスに対処していくかです。
　それが、元気なこころ、元気な毎日につながります。明日につな
がる元気な講演会です。
　ぜひ、ご参加ください。

３月９日（土）13：30～15：00
クリスタルアージョ　４階小ホール

【講師】こころ元気研究所　所長　　鎌田　敏（かまた　びん）氏

（ひとり分　エネルギー：95kcal、塩分:0.5g）

断酒会

広島断酒会ふたば会　中田克宣

090-4802-1865

※詳しい内容はお問合せください。

　２月１日（金）　18：30 ～ 22：30

　ふれあいプラザ向原

　２月８日（金）　19：00～21：00

　　２月22日（金）　19：00～21：00

　　２月24日（日）　13：30～15：30

　吉田人権会館ハートプラザよしだ

移動献血のお知らせ
 (400mL献血)

・ 　２月６日（水）

　　　　　南条装備工業（株）　八千代工場

　　　　　13：00～15：30　

　　　　２月28日（木）　 　

　　　　　東京濾器（株）　広島工場

　　　　　９：30～11：15　

　　　　　市商工会向原支所

　　　　　13：00～15：30　

♪作　り　方♪
①白菜の根元は細切りに、
葉はざく切りにする。

②鍋にスープを煮立て、白菜の根元
を加え７～８分煮る。次に白菜の
葉を加え２～３分煮たら、白菜だけ
を取り出し、器に盛る。
③②の煮汁に、身をほぐしたカニ缶・
牛乳・塩・こしょうを加え煮る。
水溶き片栗粉でトロミをつけ
る。
④器に盛った白菜に③

をかける。
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健
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い
い

カ
ラ
ダ

　

最
近
、
柔
道
整
復
師
を
ご
利
用
に

な
る
方
に
、
国
民
健
康
保
険
適
用
範

囲
の
誤
解
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
誤
っ

た
受
診
が
生
じ
て
い
ま
す
。

　

柔
道
整
復
師
の
施
術
に
は
被
保
険

者
証
（
保
険
証
）
が
「
使
え
る
場
合
」

と
「
使
え
な
い
場
合
」
が
あ
り
ま
す

の
で
、
施
術
の
際
に
は
気
を
つ
け
て

く
だ
さ
い
。

■
保
険
証
が
使
え
る
場
合

1
、
急
性
ま
た
は
亜
急
性
（
急
性
に

次
ぐ
）
の
外
傷
性
の
打
撲
・
ね
ん

ざ
・
挫
傷
（
肉
離
れ
な
ど
）

2
、
医
師
の
同
意
が
あ
る
場
合
の
骨

折
・
脱
臼
の
施
術

3
、
応
急
処
置
で
行
う
骨
折
・
脱
臼

の
施
術
（
応
急
手
当
後
の
施
術
に

は
医
師
の
同
意
が
必
要
で
す
）

■
保
険
証
が
使
え
な
い
場
合

1
、
日
常
生
活
に
お
け
る
単
純
な
疲

労
や
肩
こ
り
・
腰
痛
・
体
調
不
良

等
2
、
病
気
（
神
経
痛
・
リ
ウ
マ
チ
・

五
十
肩
・
関
節
炎
・
ヘ
ル
ニ
ア
等
）

に
よ
る
こ
り
や
痛
み

3
、
脳
疾
患
後
遺
症
な
ど
の
慢
性
病

や
、
改
善
が
み
ら
れ
な
い
長
期
の

施
術

■
施
術
を
受
け
る
と
き
の
注
意
事
項

○
負
傷
原
因
を
正
確
に
伝
え
て
く
だ

さ
い

　

外
傷
性
の
負
傷
で
な
い
場
合
は
国

民
健
康
保
険
が
使
え
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
負
傷
原
因
が
労
働
災
害
に

該
当
す
る
場
合
は
、
労
災
保
険
か
ら

の
給
付
に
な
り
ま
す
。

　

交
通
事
故
に
該
当
す
る
場
合
は
、

安
芸
高
田
市
国
保
に
連
絡
す
る
こ
と

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

○
病
院
で
の
治
療
と
重
複
は
で
き
ま

せ
ん

　

同
一
の
負
傷
に
つ
い
て
同
時
期
に

整
形
外
科
の
治
療
と
柔
道
整
復
師
の

施
術
を
重
複
し
て
受
け
た
場
合
は
、

原
則
と
し
て
柔
道
整
復
師
の
施
術
料

は
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

○
療
養
費
支
給
申
請
書
は
必
ず
自
分

で
自
署
（
サ
イ
ン
）
し
て
く
だ
さ

い

　

療
養
費
支
給
申
請
書
は
、
受
療
者

が
柔
道
整
復
師
に
国
民
健
康
保
険
へ

の
請
求
を
委
任
す
る
も
の
で
す
。
負

傷
原
因
、
負
傷
名
、
日
数
、
金
額
を

よ
く
確
認
し
、必
ず
自
分
で
自
署（
サ

イ
ン
）
を
し
て
く
だ
さ
い
（
負
傷
な

ど
に
よ
り
自
署
で
き
な
い
場
合
は
代

筆
も
可
能
で
す
が
、
そ
の
場
合
は
捺

印
が
必
要
で
す
）。

○
領
収
書
は
必
ず
貰
い
ま
し
ょ
う

　

領
収
書
は
必
ず
も
ら
い
、
金
額
が

問
題
な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
（
領

収
書
は
無
料
発
行
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
）。

　

領
収
書
は
高
額
療
養
費
の
申
請
や

確
定
申
告
の
医
療
費
控
除
を
受
け
る

際
に
必
要
に
な
り
ま
す
の
で
、
大
切

に
保
管
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

医
療
費
は
被
保
険
者
の
国
民
健
康

保
険
税
や
自
己
負
担
で
ま
か
な
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

医
療
費
が
正
し
く
使
わ
れ
て
い
な

い
と
、
被
保
険
者
の
家
計
や
保
険
財

政
を
圧
迫
し
ま
す
。

　

被
保
険
者
一
人
ひ
と
り
が
国
民
健

康
保
険
の
使
え
る
範
囲
を
正
し
く
理

解
し
て
適
正
に
受
診
す
る
こ
と
が
、

医
療
費
適
正
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

み
な
さ
ま
に
納
め
て
い
た
だ
い
た

保
険
税
を
適
正
に
使
用
す
る
た
め
、

安
芸
高
田
市
国
保
か
ら
施
術
内
容
を

文
書
に
よ
り
確
認
さ
せ
て
い
た
だ
く

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医

療
の
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
わ
か
ら
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
保
健
医
療

課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

柔
道
整
復
師
（
整
骨
院
・
接
骨
院
）
の

正
し
い
か
か
り
方
に
つ
い
て

 
保
健
医
療
課　

４
２

－

５
６
１
９

健
康
あ
き
た
か
た

21
推
進
協
議
会
の

活
動
が
「
第
2
回
ひ

ろ
し
ま
健
民
コ
ン

ク
ー
ル
」
で
優
秀
賞

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
11
月
17
日

（
土
）
に
広
島
市
南
区
民

文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
、
ひ
ろ
し
ま
健
康
づ
く

り
県
民
運
動
推
進
会
議
主

催
の
「
第
2
回
ひ
ろ
し
ま

健
民
コ
ン
ク
ー
ル
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
24
団
体
（
者
）

の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
中

か
ら
一
次
審
査
で
6
団

体
・
2
個
人
が
選
ば
れ
ま

し
た
。
６
団
体
の
一
つ
に

安
芸
高
田
市
の
健
康
あ
き

た
か
た
21
推
進
協
議
会
が

選
ば
れ
、
当
協
議
会
の
下

廣
会
長
が
活
動
発
表
を
行

い
ま
し
た
。
最
終
審
査
の

結
果
、
優
秀
団
体
と
し
て

表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
会
長
を
務

め
る
元
広
島
東
洋
カ
ー
プ

の
衣
笠
祥
雄
さ
ん
か
ら
賞

状
と
副
賞
が
手
渡
さ
れ
ま

し
た
。

【
健
康
あ
き
た
か
た
21
】

24



敬 称 略

敬 称 略
※このおよろこびとおくやみは掲載を承認さ
れた方のみ掲載しています。市外で届けら
れた方で名前の掲載を希望される方は、政
策企画課☎42-5612までご連絡ください。

関 川 健
けん

太
た

名嘉 恵
え

美
み

奈
な

山 﨑 大
ひろ

翔
と

田 中 玲
れい

奈
な

小 原 正 敏
山 中 敏 博
吉 井 静 雄
宮 脇 泰 雄
河 﨑 仁 一
三 木 光 子
重 藤 松 造
井 口 敏 江
國 吉　 明

飯 田 久 代

新田 サチ子

藤 川 定 夫
住 田 博 幸
岡 部 春 枝
小 丸 順 子
程 川 利 行

前門戸 京子
石 井 幸 子
永 元 久 登
三 上　 通

中 村 茂 富
河 野 政 子
加志川 ヨシエ
入 澤 　 功
有松 サキヱ
田 中 月 江

末廣 スズコ
北森 カメヨ
垰　 キ ミ
沖本 喜才夫
田 村 隆 則

米 村 明 男
設 樂 裕 子
眞田 タカミ

石 神 海
かい

吏
り

山 口 航
こう

平
へい

竹坂 みずさ
浅 枝 蓮

れ

美
み

久保田 紗
さ

英
え

松 谷 雪
ゆ

愛
あ

谷 本 優
ゆう

汰
た

河 野 颯
そう

介
すけ

和田 早
さ

千
ち

乃
の

重 村 新
あら

太
た

吉 田 町 （男）

（女）

（男）

（女）

（男）

（男）

（女）

（女）

（女）

（女）

（男）

（男）

（女）

（男）

八千代町

高 宮 町

甲 田 町

向 原 町

吉 田 町
（ 吉 田 ）
（ 吉 田 ）
（ 吉 田 ）
（ 竹 原 ）
（多治比）
（ 桂 ）
（常楽寺）
（ 常 友 ）
（ 長 屋 ）
八千代町
（ 勝 田 ）

（佐々井）
美土里町
（ 横 田 ）
（ 横 田 ）
（ 横 田 ）
（ 横 田 ）
（ 生 田 ）
高 宮 町
（佐々部）
（佐々部）
（佐々部）
（佐々部）

（ 船 木 ）
（ 船 木 ）
（ 船 木 ）
（ 川 根 ）
（ 原 田 ）
（羽佐竹）
甲 田 町
（高田原）
（高田原）
（高田原）
（下小原）
（上甲立）

向 原 町
（ 坂 ）
（ 坂 ）
（ 有 留 ）

70
59
87
85
83
92
96
93
89

86

73

95
68
83
81
86

78
91
78
77

89
87
87
86
90
95

100
85
90
88
57

81
81
91

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳

歳
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たかみや湯の森 利用者 200 万人達成

　「酒米処　高宮」ならではの露天岩酒風呂、炭酸ガスが疲れを癒す露天炭酸風呂
など、バリエーション豊富なお風呂で有名な、天然ラドン温泉『たかみや湯の森』。
　多くの人に親しまれてきた『たかみや湯の森』に、平成 24 年 12 月 23 日 ( 日 )
11：50、200 万人目の利用者が訪れました。200 万人目のお客様は、北広島町か
ら来られた高松 芳子さん。この日、ご家族で来られた高松さんは、認定証書・記念

品贈呈やくす玉割りなど、みなさんで記念すべき瞬
間を祝いました。
　支配人の世羅 守男さんは、200 万人の来館にあ
たり「多くの皆さまにご来館いただきありがとうございます。200万人達成を“感謝”
いたします。これからも、ご愛顧いただきますよう、お願いいたします。」と語り
ます。
　みなさんの憩いの場『たかみや湯の森』。これからも、積極的に利用してみられ
てはいかがでしょう？

29 28



31 30


